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12月の主な活動

	４日	第１回労働条件委員会

	11日	第２回四役会議

	12日～13日
	 	全国一斉集中
	 	相談ダイヤルキャンペーン

	16日	第12回構成組織
	 	書記長・事務局長会議

	18日	第２回執行委員会

	21日	第１回地協代表者会議

新潟県の最低賃金が10月６日から830円となったことに続き、
特定（産業別）最低賃金の３業種についても審議がすすめられ、
下記のとおり決定しました。
▼新潟県最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（前年比） 効力発生日

新潟県内に働く
　　すべての労働者に適用 830円（＋27円） 2019年10月６日
▼特定（産業別）最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（前年比） 効力発生日

各種商品小売業
（�衣食住にわたる商品を小
売りする百貨店、総合ス
ーパー等）

842円（＋18円） 2019年12月31日

10月23日�第３回専門部会において（全会一致）

電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報
通信機械器具、製造業
（�電球製造業及び電気計測
器製造業を除く）

908円（＋18円） 2019年12月31日

10月21日�第３回専門部会において（全会一致）

自動車（新車）、自動車部
分品、附属品小売業 919円（＋21円） 2019年12月19日

10月21日�第３回専門部会において（全会一致）

　＊適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、
　　連合新潟または、新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

特定（産業別）最低賃金が決定

　

11
月
23
日
、
全
国
23
カ
所
で

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
２
０
１

９
・
秋
」
が
行
わ
れ
、
新
潟
会

場
で
は
49
人
が
初
級
検
定
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

検
定
の
前
段
に
は
、
小
樽
商

科
大
学
の
國
武
英
生
教
授
に
よ

る
講
習
が
行
わ
れ
、「
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
は
交
通
ル
ー
ル
と
同
じ
。

知
ら
ず
に
い
る
と
死
ぬ
こ
と
も

あ
る
し
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
る
。
立
場
が
違
っ

て
い
て
も
学
ん
だ
方
が
よ
い
。

ま
た
、
学
ん
だ
も
の
を
同
僚
や

上
司
と
共
有
し
て
ほ
し
い
。」

と
、
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
重
要
性

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
検
定
に
出
さ
れ
る

問
題
は
、
単
に
法
律
に
つ
い
て

の
○
×
だ
け
で
な
く
、
実
際
の

働
き
方
に
即
し
た
問
題
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
合
否
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
受
験
に
向
け
た

学
習
を
通
じ
て
正
し
く
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
来
年
以
降
も
多
く

の
方
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

今年も新潟で開催

ワークルール
検定

２０１９ ・ 秋

　

11
月
26
日
、
新
潟
市
・
万
代

シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
で
第
９
回
県

議
会
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
、

県
議
会
議
員
13
人
、
連
合
新
潟

12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
第
29
回
定
期

大
会
で
新
た
に
副
会
長
と
副
事

　

11
月
15
日
、
新
潟
県
庁
で
女

性
労
働
問
題
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
連
合
新
潟
女
性
委
員
会
か

ら
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
本

会
は
、
女
性
委
員
会
と
新
潟
県
、

新
潟
労
働
局
の
三
者
で
開
催
し
、

女
性
に
関
す
る
労
働
環
境
の
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す

る
報
告
・
意
見
交
換
を
す
る
場

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
平
均
か
ら
み
た
県
内
労

働
者
の
現
状
は
、
◦
子
育
て
期

の
女
性
就
業
率
・
共
働
き
率
が

高
い
、
◦
女
性
の
育
児
休
業
取

得
率
が
高
い
一
方
、
男
性
の
取

得
率
が
低
調
、
◦
男
性
の
家

　

11
月
14
日
、
新
潟
大
学
に
お

い
て
労
働
局
が
実
施
し
て
い
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
１
コ
マ
（
90

分
）
を
連
合
新
潟
が
担
当
し
、

「
働
く
こ
と
の
意
味
」、「
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ナ
ー
」、「
働
く
上
で
の

ル
ー
ル
」
な
ど
の
内
容
で
講
義

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
「
実
際

務
局
長
に
就
任
し
た
５
人
を
紹

介
し
た
後
、
牧
野
会
長
、
長
部

副
代
表
（
未
来
に
い
が
た
）
よ

り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
八
木
副
会
長

（
日
教
組
）
が
「
県
財
政
悪
化

と
賃
金
削
減
」
を
テ
ー
マ
に
県

財
政
の
状
況
を
説
明
し
、
県
財

政
の
悪
化
に
人
件
費
は
影
響
を

与
え
て
い
な
い
こ
と
や
、
悪
化

要
因
と
考
え
ら
れ
る
災
害
対
応

で
の
県
の
財
政
出
動
の
在
り
方

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

連
合
新
潟
推
薦
県
議
会
議
員

が
所
属
す
る
「
未
来
に
い
が

た
」「
リ
ベ
ラ
ル
新
潟
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
９
月
議
会
に
て
県
財

政
悪
化
の
原
因
と
再
発
防
止
に

つ
い
て
県
当
局
に
検
証
な
ど
を

求
め
て
い
ま
す
。

第
９
回 

県
議
会
議
員
懇
談
会

大
学
生
１
３
７
人
に
対
し
講
義

県・労働局と
女性労働問題懇談会を開催

働き方改革は
生き方改革

「
労
働
相
談
か
ら

�

働
き
方
を
考
え
よ
う
」

2020年
新春労働団体・友誼団体

「名刺交換会」
日時　2020年1月6日（月）
 午後 4時より
場所　ANAクラウン
　　　プラザホテル新潟

事
・
育
児
時
間
が
短
い
、
◦
労

働
時
間
が
長
く
、
有
給
休
暇
の

取
得
率
が
低
い
、
な
ど
、
全
体

的
に
全
国
平
均
よ
り
低
い
水
準

で
あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

女
性
委
員
会
か
ら
は
「
労
働

者
の
意
識
が
変
わ
っ
て
も
職
場

の
上
司
や
管
理
職
の
意
識
が
変

わ
ら
な
い
と
制
度
が
あ
っ
て
も

使
用
で
き
な
く
労
働
環
境
も
変

わ
っ
て
い
か
な
い
た
め
、
企
業

側
へ
男
女
平
等
・
女
性
活
躍
に

向
け
た
意
識
改
革
を
よ
り
一
層

働
き
か
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、

年
間
の
活
動
の
中
で
組
合
員
か

ら
吸
い
上
げ
た
声
を
県
と
労
働

局
へ
届
け
ま
し
た
。
女
性
委
員

会
は
「
女
性
も
男
性
も
意
識
改

革
！
と
も
に
め
ざ
そ
う
男
女
平

等
参
画
社
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
男
性
と
女
性
と
も
に
意
識

改
革
し
、
長
時
間
労
働
の
是
正

を
は
じ
め
と
し
た
労
働
環
境
の

改
善
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き

ま
す
。

に
あ
っ
た
労
働
相
談
」
な
ど
の

説
明
を
通
し
、
働
く
上
で
最
低

限
知
っ
て
お
く
べ
き
事
や
、
働

く
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た

場
合
は
一
人
で
悩
ん
だ
り
せ
ず
、

連
合
新
潟
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
関
が
働
く
人
、
若
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
あ
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

講
義
の
最
後
に
「
近
年
、
個

別
労
働
紛
争
が
増
え
て
き
て
い

る
理
由
を
ど
う
考
え
る
か
」

「
個
別
労
働
紛
争
を
防
ぐ
た
め

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
レ

ポ
ー
ト
課
題
と
し
、
講
義
を
終

え
ま
し
た
。

　

提
出
し
て
も
ら
っ
た
レ
ポ
ー

ト
か
ら
、
学
生
に
講
義
が
ど
う

伝
わ
っ
た
の
か
直
接
確
認
で
き

る
と
と
も
に
、
労
働
教
育
の
重

要
性
を
再
確
認
さ
せ
て
も
ら
え

た
い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
、
第
１
回
労
働
条

件
委
員
会
で
連
合
新
潟
２
０
２

０
春
季
生
活
闘
争
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
論
議
し
、
連
合
第
81

回
中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
連

合
本
部
の
春
季
生
活
闘
争
方
針

に
準
じ
て
、
連
合
新
潟
の
闘
争

方
針
も
昨
年
度
の
「
賃
金
水

準
」
に
こ
だ
わ
る
取
り
組
み
を

引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
従
来
か

ら
の
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
を
再
定
義
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
賃
金
要
求
の
組
み

立
て
は
定
昇
相
当
分
＋
引
き
上

げ
率
で
４
％
程
度
を
指
標
と
し

て
「
底
上
げ
」
を
は
か
り
、
企

業
内
最
低
賃
金
の
協
定
化
で

「
底
支
え
」
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
働
き
方

改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
立
場
に
た
っ
た
働
き
方
の

見
直
し
も
重
点
に
お
き
、
健
康

で
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
時
間

の
実
現
や
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
法
規
定
対
応
の
確
実
な
実

施
を
め
ざ
し
、
安
心
・
安
全
で

働
き
が
い
が
あ
る
職
場
の
構
築

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

闘
争
方
針
は
四
役
会
議
や
執

行
委
員
会
で
の
論
議
を
経
て
、

１
月
29
日
の
第
65
回
地
方
委
員

会
で
決
定
し
、
そ
の
後
本
格
的

な
交
渉
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
０
春
季
生
活
闘
争
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
私
た
ち
が
未

来
を
変
え
る
！
す
べ
て
の
労
働

者
の
「
底
上
げ
」「
底
支
え
」

「
格
差
是
正
」
と
働
き
方
の
見

直
し
で
！
』。
春
季
生
活
闘
争

を
「
総
合
生
活
改
善
闘
争
」
と

位
置
づ
け
て
、
す
べ
て
の
労
働

組
合
が
結
集
し
て
労
働
諸
条
件

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

『私たちが未来を変える！』
2020春季生活闘争スタート



新潟推進本部（新潟県総合⽣活協同組合）
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連合
新潟 土曜労働相談会 １月は11日に開催
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連
合
に
通
い
始
め

早
い
も
の
で
一
か
月

が
過
ぎ
た
。
12
月
に

な
り
通
勤
し
よ
う
と

駐
車
場
へ
行
く
と
車

の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

が
凍
っ
て
い
て
、
今

年
も
こ
の
時
期
が
来
た
か
と
思
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

今
年
の
冬
の
予
想
を
調
べ
て
み

る
と
、
気
温
は
例
年
並
み
か
暖
か

く
、
降
雪
量
に
つ
い
て
は
例
年
並

み
か
少
な
め
と
の
予
想
、
近
年
で

は
天
気
予
報
の
精
度
も
高
く
な
っ

て
い
る
こ
の
予
想
も
当
た
っ
て
い

て
ほ
し
い
！
今
年
も
小
雪
で
あ
り

ま
す
よ
う
に�

（
Ｔ
・
Ｓ
）

11月ホームページアンケート結果発表
質問：11月のアンケートは『災害ボランティアに参加
したことがありますか？』でした。
　結果は、「まだ参加したことがない」が最多となりま
した。自身の生活はもちろん、働きながらのボランティ
ア活動がどれほど難しいかは誰もが実感していることか
と思います。それでも身近に困っている人がいたら助け
たくなるもの。そんなとき年次有給休暇を使う手はあり
ますが、会社もその配慮や後押しなんかもしてくれたら
嬉しいですよね。皆さんの職場にそういう制度やルール
はありますか？
　さて、12月～来年１月のＨＰアンケートは、『新聞』
についてです。連合新潟ホームページで投票をお待ちし
ています！

このステッカーが貼ってある

タクシーに乗ろう

都タクシー	 はとタクシー	 万代タクシー
第一タクシー	 富士タクシー	 さくら交通
光タクシー	 都タクシー豊栄	 弥彦タクシー
しあわせ交通	 中越交通
はまなす観光タクシー	 新発田観光タクシー

新潟地区は
　このタクシー13社です

新
潟
労
働
局
と

　
働
き
方
の
課
題
・
問
題
点
を
共
有

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議
を
開
催

２
０
１
９
地
域
産
業
労
働
懇
談
会
開
催

　

11
月
19
日
、
新
潟
市
・
ラ
マ

ダ
ホ
テ
ル
新
潟
で
、
新
潟
労
働

局
と
令
和
元
年
度
地
域
産
業
労

働
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
連
合
新
潟
・
牧

野
会
長
、
新
潟
労
働
局
・
奥
村

局
長
を
は
じ
め
22
人
が
出
席
し
、

労
働
行
政
の
取
り
組
み
・
働
き

方
改
革
関
連
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
奥
村
局
長
か
ら

は
11
月
７
日
に
開
催
し
た
『
働

き
方
改
革
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
』
へ
の
参
加
の
御
礼
と
労
働

行
政
へ
の
協
力
に
対
す
る
感
謝

と
「
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
中

小
企
業
に
も
適
用
さ
れ
る
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
、
大
企
業

に
先
行
適
用
さ
れ
る
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
な
ど
に
つ
い
て
、

周
知
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

牧
野
会
長
か
ら
は
、「
県
内
労

働
者
の
労
働
時
間
は
長
く
、
長

時
間
労
働
の
規
制
強
化
に
つ
い

て
は
、
そ
の
周
知
が
十
分
で
な

い
。“
あ
い
ま
い
な
雇
用
”
の

問
題
も
あ
り
、
課
題
は
多
い
。

有
意
義
な
意
見
交
換
を
進
め
た

い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、「
働
き
方
改

革
、
雇
用
環
境
・
均
等
行
政
の

取
り
組
み
と
課
題
」「
労
働
基

準
行
政
の
取
り
組
み
と
課
題
」

「
職
業
安
定
行
政
の
取
り
組
み

と
課
題
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
、

新
潟
労
働
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、

連
合
新
潟
か
ら
は
、
労
働
条
件

明
示
義
務
が
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
回
避
に
向
け
た
周
知
の
徹
底

や
、
有
給
休
暇
取
得
義
務
の
履

行
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
法
施
行

を
前
に
し
た
労
使
へ
の
十
分
な

制
度
説
明
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
新
潟
労
働
局
と
経
済
団
体

の
連
携
を
よ
り
一
層
図
り
、
助

成
金
の
利
用
を
促
す
取
り
組
み

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

地
域
産
業
労
働
懇
談
会
は
毎

　

11
月
24
日
、
富
山
県
・
ボ
ル

フ
ァ
ー
ト
と
や
ま
で
２
０
２
０

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
連
合
、
連
合

新
潟
・
富
山
・
石
川
・
福
井
の

女
性
委
員
会
役
員
29
人
が
集
ま

り
、
連
合
新
潟
か
ら
は
４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

連
合
か
ら
「
２
０
２
０
―
２

０
２
１
年
度
運
動
方
針
」「
春

季
生
活
闘
争
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
課
題
」

な
ど
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
提

起
が
あ
っ
た
後
、
各
地
方
連
合

会
の
活
動
報
告
と
質
疑
・
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

連
合
は
第
四
次
男
女
平
等
参

画
推
進
計
画
に
て
２
０
２
０
年

ま
で
に
各
組
織
の
役
員
・
機
関

会
議
に
お
け
る
女
性
参
画
率
を

30
％
以
上
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
連
合
新
潟
執
行
委

員
は
37
人
中
女
性
９
人
（
24

％
）
で
す
。
地
方
連
合
会
全
体

2019年末一時金　連合新潟第２回集計結果
� （12月5日現在）

＜年末一時金�回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　※年間妥結の年末分および年末（今季）回答妥結組合の総計
　額 集 計：　82組合（21,022人）
　月数集計：　95組合（22,007人）

◎組合員１人平均（加重平均）
� 　　　額：587,991円 月数：2.18ヶ月
� 昨年　額：596,300円� 月数：2.22ヶ月

（昨年との差　額：△8,309円、月数：△0.04ヶ月）

◎組合平均（単純平均）
� 　　　額：458,274円 月数：1.95ヶ月
� 昨年　額：467,702円� 月数：1.99ヶ月

（昨年との差　額：△9,428円、月数：△0.04ヶ月）
☆調査対象組合376組合（71,230人）中、152組合（33,648人）
が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）

＜年末一時金�要求集計結果＞
【額集計】

業種別 集計組合 組合員１人平均
（加重平均）

組合平均
（単純平均）

組合数 人員 金額 金額
計 73 18,760 665,311 532,808

2018年同時期 617,309 546,738
【月数集計】

業種別 集計組合 組合員１人平均
（加重平均）

組合平均
（単純平均）

組合数 人員 月数 月数
計 110 23,698 2.46 2.30

2018年同時期 2.46� 2.39�

▼ラジオＣＭ録音中	 １月
24日
㈮

�
14時

50分

ＰＲ
組織

ＪＡ
Ｍ新
潟

結成30周年記念企画

連合新潟
ラジオＣＭ

      30年前の今日

      （1989年12月15日）

   連合新潟が

      結成されたよ！

ＦＭ新潟に

  出演するヨ !!

   誰が出るのかはおたのしみに！

１月
10日
㈮

�
14時

50分

ＰＲ
組織
連合
新潟

12.6	JP労組

12.20	全水道

で
の
達
成
割
合
は
10
・
８
％
と

低
迷
し
て
お
り
、
各
地
方
連
合

会
と
も
女
性
役
員
の
選
出
に
苦

慮
し
て
い
ま
す
。

　

第
四
次
男
女
平
等
推
進
計
画

も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
年
と
な

り
ま
す
。
各
構
成
組
織
や
加
盟

組
合
・
地
域
協
議
会
に
お
い
て

も
、
男
女
平
等
参
画
の
実
現
に

向
け
て
、
引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
連
合
新

潟
は
今
後
も
県
内
で
働
く
労
働

者
の
立
場
に
た
っ
て
労
働
行
政

へ
の
意
見
反
映
を
続
け
て
い
き

ま
す
。


